
GP GP

（1） 気温と材料の可使時間を確認する。

（2） 異物が混じらないように清潔な混練用の容器を用意する。

（3） 容器に混和液を先に入れた後、パウダーを入れて３０秒程そのまま置く。

（4） ４分以上ハンドミキサーを用いて均一に攪拌する。

（5） 容器の底の隅は混合しにくいので特に気を付ける。　　　　　　　　

（6） 攪拌中、容器への付着残等がないことを確認しながら十分に混錬する。

（7） キャプコンに注入剤を満杯に入れキャップをしっかり閉めた後、本体に取付ける。

ひび割れの上に注入器具を取り付ける際、その接着をよくするために、

ワイヤーブラシ及びサンダーなどを用いて、ひび割れに沿って５０㎜程度

ケレンする。

既存仕上げ材がある場合は除去することが原則であるが、既存仕上げ材が

健全であれば、仕上げ材を除去せずに下地処理を行い注入器具の取り付け

を行ってよい。

（GP-396）

注入深度︓145ｍｍ

冬期５℃域では、夜間の冷え込み等を考慮し、

撤去の際には、固化を十分確認してから撤去する

　　　　は強アルカリの為、作業時は保護メガネ・

手袋・マスクを着用する

GP-396

低圧により 0.05 ㎜にも充填されている

注入性比較動画
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